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（続き） 「私も下手すると、あの豹のように

内臓をえぐり取られるのかも」。

内臓をえぐり取られたら大変だ。私は死にも

のぐるいで実験をした。大方のフランス人は夕

方五時になるとさっさと帰るので、実験室が広

く使え、そして静かで集中できる。私を含め研

究所全体がニワトリの卵(胚)を使った発生研究

を進めていた。少しずつ、ニワトリ胚と「語り

合う」のが楽しくなる。小さなニワトリ胚を顕

微鏡で覗くのだが、実はニワトリ胚もこちらを

見ているのだ。しかも向こうから「小さな声で」

語りかけてくる。ニワトリ胚は、体にくらべて

眼が大きい。クリクリっとした可愛い眼で見つ

められると、どっきりする。今思えば、フラン

ス語が下手くそだった私は、ニワトリ胚と会話

している気分になって、楽しんでいたのかもし

れない。

我々の研究では、発生中の胚を人工操作した

ときどのような影響がでるかを調べることによ

って、本来の発生過程で何が起こっているのか

という真理を突き止める。このようなタイプの

研究を実験科学という。細胞移植や遺伝操作な

どの実験が中心となる。研究者が胚を傑作する

というと、人間が自然を征服したかのような「上

から目線」の感覚になりがちだが、実はその関

係は逆さまであることに私は気付いた。つまり、

ニワトリ胚が私に真理を教えてくれるのであ

る。発生の仕組みを知るためには、ニワトリ胚

が語る言葉を静かに聞かなければならないの

だ。

胚の中の細胞たちは、一時も「じっと」はして

いない。常になんらかのドラマが起こっている。

それこそが、私達の体が肉団子ではなく、組織

や器官が正しく作られる仕掛けなのである(た

とえば神経が長く伸びたり、次々と筋肉細胞が

作られたり)。その様子は、まるで仏教におけ

る「諸行無常」という哲学をそのまま具現化した

ようなものだ。

胚の中の細胞を眺めていると、人間の社会と

よく似ていることに気付く。リーダー格の細胞

が現れて、まわりの細胞達にいろんな司令をと

ばす。この司令塔細胞が壊れると、その後の組

織や臓器の形成がうまく進まず、やがて発生が

停止する。たとえ生まれたとしてもも、さまざ

まな病気になってしまう。細胞の社会における

司令塔細胞の役割は、蛋臼質や遺伝子レベルで

少しずつ解明されつつある。しかし問題は、発

生過程の、いつ、どこで、どのような司令塔が

現れるのかを、どうやって突き止めるのか、で

ある。司令塔細胞は一種類ではなく、胚発生が

進むと共に、体のさまざまな場所に、しかも異

なるタイプの司令塔が次々に出現するのだ。

例えば「黄金の宝物がこの近くに埋まってい

るから探せ」といわれたら、必死になって探す

だろう。しかし、宝物があるかどうかすらわか

らない、しかもその宝物の色形もわからないと

き、多くの人は宝探しには興味を示さない。発

生過程で働く司令塔細胞という宝物を見つける

には、研究者のイマジネーションと直感がもの

をいう。サイエンティストと聞くと、固く冷た

い感じをもたれるかもしれないが、最後に勝負

を決めるのは、科学者の感性である。そしてそ

の感性は、圧倒的な好奇心によってのみ鍛えら

れるのだ。 （続く）


